










【要約】児童生徒及び幼児の肥満者について、食生活習慣との関連性を分析し肥満者に共

通する食生活習慣を明らかにすることを目的とした。児童生徒について、男子で外食の頻

度か多く食事も早食いであるが、間食の頻度の少ない人の方か肥満者率か高く、女子では

食事が早食いで運動をあまりしないが、間食の頻度の少ない人の方が肥満者率が高い結果

であった。幼児については、男子では野外で遊ぶ時間が短く、外食の頻度の少ない人の方

か肥満者率か高く、女子ではあまり活発ではなく野外で遊ぶ時間も短く、間食の多い人の

方に肥満者率が局い結果であった。しかし、児童生徒の間食摂取頻度、幼児の外食摂取頻

度についてはその関係が既存の知見とは逆の関係を示していたので、それぞれの摂取量を

調査する必要性があることか示唆された。


